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研究要旨 

 「下垂体ゴナドトロピン産生腫瘍の診断と治療の手引き」及び「ゴナドトロピン分泌低下症の診断と治療

の手引き」について主に改訂を加えて、診療ガイドライン作成の試案についてまとめた。 

 

 

 

Ａ．研究目的 

   下垂体ゴナドトロピン産生腫瘍とゴナドトロピ

ン分泌低下症における診療ガイドライン作成を行

うことを目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

これまでの診療ガイドラインについて国内外の

資料について検討する。研究代表者の試案を元

にして、グループ内で検討する。グループとし

ての試案をまとめ、研究会議で更に議論をして、

改正する。 

 

（倫理面への配慮） 

個人を特定できるようなデータは使用しない。 

 

Ｃ．研究結果 

下垂体性ゴナドトロピン産生腫瘍：本手引きで

は機能性腫瘍を対象とすると明記、改訂した。

病理所見で、転写因子 SF-1、FSH もしくは LH

の β-サブユニット、または α-サブユニット陽性

所見も参考とすると改訂した。 

 ゴナドトロピン分泌低下症：参考所見について、

ゴナドトロピン負荷に対して性ホルモン分泌増加

反応を認めることが多いが、先天性では反応が低下

することもあると改訂。治療の手引きを、男性、小

児女性、成人女性に分けて、詳述した。 

 

Ｄ．考察 

グループとしての試案を、班会議で更に議論した結

果、改訂をすることとした。 



25 
 

 

Ｅ．結論 

  下垂体ゴナドトロピン産生腫瘍とゴナドトロ

ピン分泌低下症における診療ガイドライン作成の

試案についてまとめた。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  略 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

 1. 特許取得 

   該当なし 

 2. 実用新案登録 

  該当なし 

3. その他 

 該当なし 

 

 
 


